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甘 煮 葉 片 診 断 に 関 す る 研 究

(赴唆田･張皆拳 ･電通明･楊済慈 :台湾槻発動 粥研究染報37:43-59,1965)

甘 庶菓片の診断は土壌中の肥料成分虫を知る一つの

相模として各国において利用されているが 1952年か

ら1957年にわたってそれに関する試験を行なったので

報告する.

N,P906, K20の施用虫が異なるいくつかの親

族IEから第 3葉を模本として採集 し,乾燥粉砕したの

ちH2S04とH202で分解 し,最終液をN,P,Kの

分析に使用した.

施肥虫と収丑および頭巾のN,P,K台盤との闇に

は次のような関係があった.Nの施肥豊はどの試験脚

でも収藍に影響 し,一般に集中のN含塁の増加はN肥

料の施肥塁に比例 した. K20肥料の場合は収蛍と殆

ど関係なく,華中のK含塵 とのみ関係があった.

P206の施肥墨と収塁との関係も殆どなく,葉中のP

含量とも関係が認め られなかっナ∴

また施肥IA･と牡 中 の他の三重東食ilTiLとの姻族につい

て調べた軒矧 ま次のとおりであった.

NおよびK90の施肥虫と集中のP倉見,またはP9

06およびK20の施肥虫と典中のN含.lyi圭との闇には殆

ど朗係がなく,NおよびP208の施肥虫と基中のK含

蛍との閲には僻接な関係があった.それ らのことか ら

輩中のK倉見はJm場におけるⅩ20の肥沃度を知る一

つの据願とすることが出来る.

しか し相場環境,戒壇方法,品範の産鵜などのため

皆屈的な応用にはなお問題がある.上の就験は反収14

-.l_8Tンを生産 したhj』場における成 桁 で あ り,N,

P,K含塁が多分に拓い.一般圃場においては更に別

の要紫が作用 してくるか も知れない.

(抄線 火 胡二)


